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春の夜越山を
散策してみませんか…



２Ｈ16・４月号「第538号」 町議会議員選挙結果・

平内町議会議員一般選挙

投票結果と新たな顔ぶれ

任
期
満
了
に
伴
う
平
内
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
３
月
２
日
の
告

示
を
経
て、

同
月
７
日(

日)

管
内

17
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ、

勤
労
青
少
年
ホー

ム
で
の
即
日
開

票
の
結
果、

18
人
の
当
選
者
が
決

定
し
ま
し
た。

今
回
の
選
挙
で
は、

議
員
定
数

が「

20」

か
ら「

18」

へ
２
議
席

減
っ
た
こ
と
が
焦
点
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が、

投
票
率
は
前
回
の

81
・
29
％
を
５
・
42
ポ
イ
ン
ト
下

回
る
75
・
87
％
で
し
た。

新
町
議
の
任
期
は
平
成
16
年
３

月
31
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
30
日

と
な
り
ま
す。

《

得
票
数
／
氏
名
／
年
齢
／
党
派》

７
０
９
　
加
　
藤
　
　
　
達
　
34

無
現

６
７
９
　
田
　
中
　
光
　
弘
　
45

共
元

６
０
１
　
佐
々
木
　
信
　
夫
　
63

無
新

５
５
９
　
三
津
谷
　
公
　
雄
　
62

無
現

４
９
７
　
亀
　
田
　
繁
　
雄
　
64

無
現

４
９
３
　
畑
　
井
　
勝
　
廣
　
50

無
現

４
７
２
　
佐
々
木
　
徳
　
正
　
51

無
現

４
６
７
　
船
　
橋
　
正
　
良
　
75

無
現

４
５
８
　
工
　
藤
　
　
　
功
　
66

無
現

４
５
４
　
木
　
村
　
　
　
芳
　
59

無
現

４
３
１
　
辻
　
村
　
　
　
斉
　
42

無
現

４
２
９
　
森
　
田
　
泰
　
男
　
59

無
現

４
２
６
　
笹
　
原
　
は
る
よ
　
67

無
現

４
１
９
　
辻
　
村
　
司
　
朗
　
59

無
現

３
８
４
　
後
　
藤
　
賀
　
一
　
70

無
現

３
５
７
　
三
津
谷
　
春
　
一
　
77

無
現

３
５
７
　
倉
　
内
　
照
　
男
　
62

無
現

３
４
８
　
本
　
堂
　
次
　
彦
　
60

無
現

※
得
票
数
は
小
数
点
以
下
省
略

当選者
の

顔ぶれ

田た

中な
か

光み
つ

弘ひ
ろ

(

折
　
戸)

畑は
た

井い

勝か
つ

廣ひ
ろ

(

小
豆
沢)

亀か
め

田だ

繁し
げ

雄お

(

２
勝
田
町)

三み

津つ

谷や

公き
み

雄お

(

浅
　
所)

佐さ

々さ

木き

信の
ぶ

夫お

(

１
内
童
子)

加か

藤と
う

達
さ
と
し(

１
元
町)

町民が決めた

新しい議員のみなさん

「私たちの声を

行政に届けてください」



３ 当選証書付与式 Ｈ16・４月号「第538号」

平内町ホームページ　　http://www.town.hiranai.aomori.jp/

当
選
証
書
付
与
式

ま
た、

町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
が
明

け
た
３
月
９
日(

火)

に

は、

町
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
よ
る
当
選
証
書

の
付
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た。式

で
は、

町
議
会
議

員
選
挙
の
当
選
者
18
名

全
員
が
出
席
し、

沖

正
吉
選
挙
管
理
委
員
長

か
ら「

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す」

と
一
人
ず

つ
当
選
証
書
が
付
与
さ

れ、

受
け
取
っ
た
議
員

は、

緊
張
し
た
空
気
に

包
ま
れ
る
中、

新
た
な

決
意
を
表
情
に
浮
か
べ

て
い
る
よ
う
で
し
た。

最
後
に、

来
賓
と
し

て
町
長
か
ら「

依
然
と

し
て
国
の
経
済
や、

町

の
財
政
状
況
は
厳
し
い

ま
ま
で
す
が、

こ
れ
か

ら
の
町
の
た
め、

町
民

の
た
め
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い」

と
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た。

▲会場は、緊張感が漂い、厳粛な雰囲気に包まれていました▲当選した議員の方々に激励のあいさつを述べる逢坂町長

本ほ
ん

堂ど
う

次つ
ぎ

彦ひ
こ

(
山
　
口)

倉く
ら

内う
ち

照て
る

男お

(

小
豆
沢)

三み

津つ

谷や

春は
る

一い
ち

(

東
　
和)

後ご

藤と
う

賀か

一い
ち

(

浦
　
田)

辻つ
じ

村む
ら

司し

朗ろ
う

(

本
　
町)

笹さ
さ

原は
ら

は
る
よ

(
中
田
沢)

森も
り

田た

泰や
す

男お

(

藤
　
沢)

辻つ
じ

村む
ら

斉
ひ
と
し(

２
平
中)

木き

村む
ら

芳
か
お
る(

小
豆
沢)

工く

藤ど
う

功こ
う

(

松
野
木)

船ふ
な

橋は
し

正ま
さ

良よ
し

(

２
小
林)

佐さ

々さ

木き

徳と
く

正ま
さ

(

東
　
滝)



４Ｈ16・４月号「第538号」 平成16年度当初予算・

平成16年度一般会計当初予算

0

0

0

0

0

0

0

主な歳出内容

◆諸支出金

各特別会計などへの

負担金や補助金、繰出

金のこと。

◆民生費

保育所運営費や、障

害者への医療費、障害

者施設支援費など。

◆公債費

非常に簡単に言うと

「借金の返済金」など。

◆総務費

主には人件費。ほか

にバス運行委託料やコ

ンピューター関係費。

◆農林水産業費

１次産業関連の費用

など。今年はホタテ広

場整備も含まれる。

◆教育費

小・中学校にかかる

費用、幼稚園振興費、

公民館、図書館など。

◆衛生費

各種健診委託料、廃

棄物処理施設費など。

◆その他

除排雪委託料等の土

木費、議会費、労働費、

商工費、消防費など。

主な歳入内容

◆地方交付税

国から各市町村に配

分されるお金のこと。

自主財源の少ない町

村ほど、地方交付税に

頼らざるを得ない。

ここ数年は減る一方

で、今後も減っていく

可能性がある。

◆町税

町民税、固定資産税、

軽自動車税、たばこ税

など。

◆県支出金

県から町に入る負担

金や補助金など。

◆町債

町が事業を行うため

に借りる借金のこと。

◆国庫支出金

国から町に入る負担

金や補助金など。

◆その他

地方消費税やゴルフ

場利用税、自動車取得

税等交付金。

町施設(開発センタ

ー、よごしやま温泉な

ど)の使用料等。

今
回
は、

平
成
16
年
度
予
算
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す。

去
る
２
月
13
日(

金)

開
会
し
た

平
成
16
年
第
１
回
平
内
町
議
会
定

例
会
に
提
出
さ
れ
た、

平
成
16
年

度
一
般
会
計
予
算
案
と
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
ほ
か
９
特
別
会
計

予
算
案
が、

２
月
20
日(

金)

に
可

決
さ
れ
ま
し
た。

予
算
総
額
は、

歳
入
・
歳
出
と

も
に
60
億
６
１
０
０
万
円
と
な
り、

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
る
と、

約
３
億
円(

４
・
９
％)
の
減
額
と

な
り
ま
し
た。

こ
れ
は、

小
泉
内
閣
の
三
位
一

体
の
改
革
に
伴
い、

こ
こ
数
年、

額
が
減
っ
て
き
て
い
る
地
方
交
付

税
が、

大
幅
に
下
が
っ
た
こ
と
が

一
番
の
原
因
と
な
り、

こ
れ
に
よ

り
今
年
度
か
ら
徐
々
に
実
施
す
る

予
定
だ
っ
た
行
政
改
革
を、

一
部

平
成
16
年
度
か
ら
積
極
的
に
行
う

な
ど
の
緊
急
的
措
置
が
取
ら
れ、

超
緊
縮
型
の
予
算
編
成
を
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た。

今
後
も、

収
入
は
減
る
一
方
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら、

当
町
の

財
政
事
情
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
こ
と
は
必
至
で
す。

一

般

会

計



５・平成16年度当初予算 Ｈ16・４月号「第538号」

町 を 支 え る　　納 税 の 力

今
月
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
ま
す。

皆
さ
ん
も、

男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て、

少
し
だ
け
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？。

～

甘
い
も
の
好
き
の
男
性
は

ち
ょ
っ

と
恥
ず
か
し
い
？～

男
女
数
名
が
喫
茶
店
に
入
り
ま
し
た。

入
口
に
た
く
さ
ん
の
ケー

キ

が
並
ん
で
い
ま
す。

ひ
と
り
の
男
性
が「

お
い
し
そ
う
だ
！
僕
は
こ
れ

を
食
べ
よ
う」

と
ケー

キ
を
注
文
し
ま
し
た。

と
こ
ろ
が、

そ
ば
に
い

た
男
友
達
に「

お
い、

男
な
の
に
甘
い
も
の
を
食
べ
る
な
ん
て
恥
ず
か

し
く
な
い
の
か」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た。

こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
の
周
り
で
甘
い
も
の
は
女
性
の
も
の…

と
い
う

思
い
こ
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

千
円
札
に
な
っ
て
い
る
夏
目
漱
石
は
ジ
ャ
ム
を
な
め
る
の
が
無
上
の

楽
し
み
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
し、

和
辻
哲
郎
と
い
う
明
治
の
哲
学
者
は

「

お
菓
子
を
食
い
過
ぎ
た
り…

」

と
日
記
に
書
い
て
い
ま
す。

い
っ
た

い、

い
つ
か
ら
男
性
の
甘
い
も
の
好
き
は
恥
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か。

日
本
の
社
会
で
は、

お
酒
に
強
い
こ
と
が
男
性
の
評
価
と
結
び
つ

き、

そ
し
て
お
酒
の
対
極
に
あ
る
甘
味
は
女
性
の
も
の
と
決
め
つ
け
ら

れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す。

男
性、

女
性
と
い
う
性
別
で、

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
を
枠
付
け
ら
れ

る
の
は
お
か
し
い
で
す
よ
ね…

。

こ
の
よ
う
に、

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は、

社
会
的、

文
化
的
に
で

き
た
よ
う
な「

男
は
こ
う
あ
る
べ
き、

女
は
こ
う
あ
る
べ
き」

と
い
う

《

変
な
常
識》

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す。

と
き
ど
き、

身
近
な《

常
識》

を
考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
記
事
提
供
　
　
　
平
内
町
男
女
共
同
参
画
を
考
え
る『

虹
の
会』

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
…

青
森
県
立
自
然
公
園
条
例
は、

県
内
の
優
れ
た
自
然
風
景
地
を
県

立
自
然
公
園
と
し
て
指
定
し、

そ

の
保
護
と
利
用
を
図
っ
て
い
る
条

例
で、

自
然
公
園
法
に
基
づ
い
て

制
定
し
て
い
ま
す。

こ
の
度、

自
然
公
園
法
が
一
部

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い、

「

物

の
集
積」

行
為
を
新
た
な
規
制
対

象
に
追
加
し
た
ほ
か、

罰
則
を
強

化
す
る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し

た(

Ｈ
16
・
４
・
１
施
行)

。

詳
し
い
改
正
内
容
は
当
課
に
お

問
い
合
わ
せ
頂
く
か、
青
森
県
庁

ホー

ム
ペー

ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
a
o
m
o
r
i
.
j
p

の
県
政
情
報(

条
例
・
規
則)

を
ご

覧
く
だ
さ
い。

○
青
森
県
庁
　
自
然
保
護
課

5
７
３
４
|
９
２
５
６

今
春
４
月
29
日(

木)

か
ら、

夏

山
リ
フ
ト
・
スー

パー

ス
ラ
イ
ダ

ー

の
営
業
は、

土
・
日
・
祝
日
の

み
の
営
業
と
な
り、

平
日
の
営
業

は
致
し
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解、

ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◇
観
光
課
　
索
道
管
理
係

5
７
５
５
｜
２
７
５
６

青
森
県
立
自
然
公
園

条
例
改
正
の
お
知
ら
せ



６Ｈ16・４月号「第538号」 生涯学習のめざすもの・

生
涯
学
習
で
ま
ち
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
人
づ
く
り

▲通学路の清掃をする子どもたち

進
会
議
と
推
進
本
部
会
議
に
お
い

て、

ゴー

ル
デ
ン
ウ
ィー

ク
前
に

「

街
並
み
清
掃
週
間」

を
設
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で、

町

内
や
各
種
団
体
等
で
清
掃
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す。
清
掃
週
間
内
の
日
曜
日

(

18
日、
25
日)

は、

外
の
沢
埋
立

地
を
開
放
し
ま
す。

ま
た、

期
間

内
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は、

こ
の
前
後
に
清
掃
活
動
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す。

な
お、

外
の
沢
埋
立
地
に
持
ち

込
め
な
い
ご
み
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い。

(

左
記
イ
ラ

ス
ト
を
参
照
く
だ
さ
い)

平
成
９
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た「

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り」

も、

今
年
度
で
８
年
目
を
迎
え
ま

す。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を

得
て、

「

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

活
動」

と「

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動」

の
実
践
は、

町
民
全
体
の
活
動
と

し
て
広
が
っ
て
き
ま
し
た。

こ
の

活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め

に、

今
年
度
も
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す。

そ
し
て、

こ
の

活
動
の
中
で
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

が、

町
の
人
づ
く
り
の
根
幹
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す。

こ
れ
ま
で「

き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
活
動」

の
一
環
と
し
て、「

街

並
み
清
掃
週
間」

を
設
け
町
内
会

や
各
種
団
体
等
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た。

年
々
成
果
が

上
が
り、

町
内
外
か
ら「

町
内
が

き
れ
い」

と
好
評
を
得
て
い
ま
す。

今
年
も、

３
月
に
行
わ
れ
た
平

内
町
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推

「

街
並
み
清
掃
週
間」

概
要

○
重
点
内
容

河
川、

道
路、

海
岸
線、

公
共
施
設
周
辺
等

○
活
動
主
体

町
内
会
と
各
家
庭、

各
種
団
体

お
よ
び
各
関
係
団
体

「

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
活
動」

や

「
街
並
み
清
掃
週
間」

に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は、

教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い。

5
７
５
５
|
２
１
１
１(

内
線
３
５
３)

平
内
町
で
は、

標
語
入
り
特
製

ご
み
袋
を
差
し
上
げ
て、

「

き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
活
動」

に
取
り

組
む
方
を
応
援
し
て
い
ま
す。

読み聞かせボランティア「おはなしいっぽ」による絵

本や紙芝居を使ったおはなし会です。子どもたちはもち

ろん、親子での参加もお待ちしています。

◆日　時　４月10日(土) 10：00～10：30

◆会　場　平内町立図書館　おはなしコーナー

◆お問い合わせ先

平内町立図書館　5７５５－２１１１(内線１６１)

昨
年
度
は、

54
の
団
体
等
で
約

６
１
０
０
枚
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た。

今
年
度
も
引
き
続
き
差
し
上

げ
ま
す
の
で、

「

き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
活
動」

を
さ
れ
る
方(

町

内
会、

公
民
館
分
館、

学
校、

Ｐ

Ｔ
Ａ、

事
業
所、

婦
人
会、

女
性

学
級、

老
人
ク
ラ
ブ
及
び
子
ど
も

会
等)

で、

ご
み
袋
を
ご
希
望
の

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い。

ま
た「

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

活
動」

で
集
め
た
ご
み
は、

役
場

町
民
課
に
連
絡
の
上、

「

外
の
沢

埋
立
地」

へ
運
搬
し
て
く
だ
さ
い。

○
連
絡
先
5
７
５
５
|
２
１
１
１

町
　
民
　
課(

内
線
１
１
７)

社
会
教
育
課(

内
線
３
５
３)

街
並
み
清
掃
週
間

４
／
17(

土)
～

25(

日)

実
施

特
製
ご
み
袋

差
し
上
げ
ま
す
!!

①13歳のハローワーク　　　　　　　　村　上　　　龍

②一葉　　　　　　　　　　　　　　　鳥　越　　　碧

③泣く大人　　　　　　　　　　　　　江　國　香　織

④天の瞳　あすなろ編Ⅱ　　　　　　　灰　谷　健次郎

⑤安政五年の大脱走　　　　　　　　　五十嵐　貴　久

⑥語り残す戦争体験　　　　　　　　　日野原　重　明

⑦ある愛の詩　　　　　　　　　　　　新　堂　冬　樹

⑧真夜中の金魚　　　　　　　　　　　福　澤　徹　三

⑨小美代姐さん花乱万丈　　　　　　　群　　　ようこ

⑩弘前藩　　　　　　　　　　　　　　長谷川　成　一

⑪段取り力　　　　　　　　　　　　　齋　藤　　　孝

⑫ものしり一夜づけ　　　　　　　　　Ｎ　　Ｈ　　Ｋ

～４月17日 「なつかしの学校」写真展 好評開催中

(現在と昔の学校の風景などを見比べることが出来ます)

図書館わくわくおはなし会



７・生涯学習のめざすもの Ｈ16・４月号「第538号」

“ 行 っ て ら っ し ゃ い ” か け る 一 声　　明 る い 地 域

▲絵本の読み聞かせをする鳥谷部さん

▲講演する伊藤功一さん

子
育
て
を
楽
し
も
う

～
絵
本
で
親
子
の
時
間
を～

図
書
館
子
育
て
講
座

～

親
子
関
係
を
考
え
る～

東
栄
小
家
庭
教
育
学
級

２
月
28
日(
土)

、

町
立
図
書
館

に
お
い
て
図
書
館
子
育
て
講
座
が

開
か
れ、

野
辺
地
町
立
図
書
館
の

鳥ト

谷ヤ

部ベ

則
子
さ
ん
を
講
師
に、「

読

み
聞
か
せ
と
子
育
て」

と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た。

「

子
ど
も
の
読
書
に
は、

周
囲

の
大
人
の
関
わ
り
が
と
て
も
大
切」

と
語
り
か
け
る
鳥
谷
部
さ
ん。

親

子
で
絵
本
を
読
み、

時
間
を
共
有

す
る
こ
と
が
信
頼
を
深
め、

心
を

豊
か
に
す
る
こ
と
や
地
域
で
子
育

て
に
関
わ
る
一
つ
の
方
法
と
し
て

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た。

19
名
の
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た。

３
月
３
日(

水)
、

東
栄
小
学
校

に
お
い
て、

生
活
学
校「

た
か
も

り
や
ま」

(

十
和
田
市)

主
宰
伊
藤

功
一
さ
ん
を
講
師
に
迎
え、

家
庭

教
育
学
級
が
行
わ
れ
ま
し
た。

不
登
校
児
童
を
受
け
入
れ
る
民

間
施
設
・
生
活
学
校「

た
か
も
り

や
ま」

の
13
年
間
か
ら
見
え
て
き

た
も
の
の
一
つ
は「

家
庭
教
育」

。

浅
間
山
噴
火
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た

人
骨
の
写
真
を
使
っ
た
授
業
例
や

乳
幼
児
期
の
接
し
方
な
ど
か
ら、

「

日
常
で
形
作
ら
れ
る
親
子
の
信

頼
関
係
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
が

大
切」

と
話
さ
れ
ま
し
た。

参
加
者
は「

家
庭
を
振
り
返
り、

親
子
関
係
を
考
え
る
い
い
機
会
に

な
っ
た」

と
話
し
て
い
ま
し
た。

「あおもり県民カレッジ」学生募集！ ～ホラ　まなび心がさわぎだす～

あおもり県民カレッジは、誰でも入学できる生涯学習の学園です。

◇ＳＴＥＰ１　入学する。(入学申請書を提出すると県民カレッジ手帳が交付されます。入学受付は随時)

◇ＳＴＥＰ２　講座を選ぶ。(学習情報誌｢学遊トピアあおもり｣等で受けたい講座を選びます)

◇ＳＴＥＰ３　講座を受ける。

(講座実施機関へ直接申し込みます。受講証明スタンプを押してもらいます。１時間＝１単位)

◇ＳＴＥＰ４　卒業する。(１５０単位で｢あおもり県民カレッジ卒業証書｣が交付されます)

※入学申請書は、教育委員会社会教育課にも置いてあります。

☆お問い合わせ先 あおもり県民カレッジ事務局(青森県総合社会教育センター)5７６２－１１３１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
ん
な
も
の

な
の
か
？
説
明
し
よ
う
と
す
る
と、

簡
単
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
気

づ
き
ま
す。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
は
基
本
と
な
る
４
つ
の
原
則

①
自
ら
進
ん
で
行
動
す
る(

自

主
性)

②
と
も
に
支
え
あ
う(

連

帯
性)

③
見
返
り
を
求
め
な
い

(

無
償
性)

④
よ
り
よ
い
社
会
を

作
る(

社
会
性)

が
あ
り
ま
す。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し

ょ
う。

し
か
し、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
何
か

ら
始
め
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う。

簡

単
に
で
き
る
活
動
を
い
く
つ
か
紹

介
し
ま
し
ょ
う。

ま
ず、
使
用
済
み
切
手(

古
切

手)

の
収
集
で
す。

こ
れ
は、

施

設
づ
く
り
や
海
外
の
医
療
援
助
の

資
金
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す。

次
に、

書
き
損
じ
は
が
き
の
収

集。

こ
れ
は、

施
設
運
営
や
各
種

団
体
の
活
動
資
金
の
一
部
に
役
立

て
ら
れ
ま
す。

そ
し
て、

使
用
済

み
プ
リ
ぺ
イ
ド
カー

ド
の
収
集
は、

テ
レ
ホ
ン
カー

ド
や
オ
レ
ン
ジ
カ

ー

ド、

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カー

ド
な
ど

は
収
集
業
者
を
通
し
て
換
金
さ
れ、

発
展
途
上
国
の
援
助
や
団
体
の
活

動
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す。

最
後
に、

ア
ル
ミ
缶
の
収
集
で

す。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
何
度
で
も

再
生
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

缶

を
収
集
し、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

資
金
に
活
用
し
た
り、

車
椅
子
な

ど
を
贈
呈
し
た
り
す
る
グ
ルー

プ

や
学
校
が
増
え
て
い
ま
す。

こ
れ
ら
の
活
動
は、

収
集
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
よ
う

と
思
っ
た
と
き、

身
近
な
活
動
と

し
て
比
較
的
簡
単
に
始
め
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う。

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で

す。

無
理
を
せ
ず、

可
能
な
範
囲

で
継
続
活
動
す
る
こ
と。

そ
の
こ

と
に
よ
っ

て
信
頼
が

生
ま
れ、

活
動
の
喜

び
も
深
ま

る
で
し
ょ

う。

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
始
め
よ
う

平
内
町
社
会
福
祉
協
議
会



８Ｈ16・４月号「第538号」 生涯学習カレンダー４月分・

１(

木)先
勝

２(

金)友
引

３(

土)先
負

４(

日)仏
滅

５(

月)大
安

６(
火)赤

口

７(

水)先
勝

８(

木)友
引

９(

金)先
負

10(

土)仏
滅

11(

日)大
安

12(

月)赤
口

13(

火)先
勝

14(

水)友
引

15(

木)先
負

16(

金)仏
滅

17(

土)大
安

18(

日)赤
口

19(

月)先
負

20(

火)仏
滅

21(

水)大
安

22(

木)赤
口

23(

金)先
勝

24(

土)友
引

25(

日)先
負

26(

月)仏
滅

27(

火)大
安

28(

水)赤
口

29(

木)先
勝

30(

金)友
引

○
入
園
式
・
進
級
式(

東
和
・
口
広
・
平
内
中
央
・
緑
ヶ

丘
・
山
彦
・
小
湊
・

青
空
保
育
園）

○
緑
の
募
金
運
動
期
間(

～

５
／
31)

農

○
山
彦
幼
稚
園
入
園
式

○
新
入
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
運
動(

～

11
日)

町

○
双
子
へ
き
地
保
育
所
入
園
式

○
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動(

～

15
日)

町

○
よ
ご
し
や
ま
温
泉
健
康
相
談

保

○
三
種
混
合
接
種(

青
少
年
ホー

ム)

保

○
管
内
小
・
中
学
校
入
学
式、

一
学
期
始
業
式

学

○
平
内
高
校
入
学
式

○
６～

８
か
月
児
健
康
診
査(

平
内
中
央
病
院)

保

○
松
風
塾
高
校
始
業
式

○
三
種
混
合
接
種(
青
少
年
ホー

ム)

保

○
松
風
塾
高
校
入
学
式

○
松
風
塾
創
立
50
年
・
高
校
開
校
30
周
年
記
念
式

○
山
彦
幼
稚
園
参
観
日
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

○
小
湊
保
育
園
料
理
教
室

○
町
立
図
書
館
休
館
日

○
粗
大
ご
み
収
集
運
搬

(

平
中、

新
生
町、

赤
坂
台、

本
町、

寺
町、

下
町、
元
町、

川
原
町、

勝
田
町、

沼
館、

緑
町、

浜
子、

夜
越
山)

町

○
粗
大
ご
み
収
集
運
搬(

盛
田、

福
島、

福
館、

平
川、

東
和、

浅
所、

間
木、

東
滝、

白
砂、

東
田
沢、

野
内
畑)

町

○
よ
ご
し
や
ま
温
泉
健
康
相
談

保

○
粗
大
ご
み
収
集
運
搬(

藤
沢、

山
口、

小
豆
沢、

中
野、

上
中
野、

板
橋、

土
屋、

浪
打、

茂
浦、

浦
田、

稲
生)

町

○
粗
大
ご
み
収
集
運
搬(

内
童
子、

清
水
川、

小
林、

一
本
松、

薬
師
野、

松
野
木、

外
童
子、

口
広、

口
広
開
拓、

折
戸、

狩
場
沢、

陸
奥
ヶ

浦、

助
白
井)

町

○
心
電
図
検
査(

土
屋
・
内
童
子
・
東
栄
・
東
小
学
校、

東
平
内
・
小
湊
中
学
校)

学

○
心
電
図
検
査(

小
湊
･
浅
所
･
東
田
沢
･
稲
生
･
浦
田
･
茂
浦
･
山
口
小
学
校、

西
平
内
中
学
校)

学

○
春
季
大
掃
除

町

○
ポ
リ
オ(

青
少
年
ホー

ム)

保

○
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
と
ご
み
拾
い(

平
内
中
央
・
東
田
沢
保
育
園)

○
子
育
て
支
援
セ
ン
ター

ぴ
よ
ぴ
よ
絵
本
サー

ク
ル

○
街
並
み
清
掃
週
間(

～

25
日)

社

○
春
季
大
掃
除

町

○
東
和
保
育
園
給
食
試
食
会

○
家
庭
の
日

町

○
春
季
大
掃
除

町

○
よ
ご
し
や
ま
温
泉
健
康
相
談

保

○
修
学
旅
行(

～

23
日
　
小
湊
・
西
平
内
・
東
平
内
中
学
校)

学

○
内
科
検
診(

内
童
子
・
東
栄
・
浅
所
小
学
校)

学

○
春
の
地
域
安
全
運
動(

～

５
／
20)

・
同
決
起
集
会(

町
立
体
育
館
前)

町

○
献
血(

新
あ
お
も
り
農
協
平
内
支
店
前
・
白
鳥
ホー

ム
前
・
平
内
中
央
病
院
前)

保

○
小
湊
保
育
園
水
族
館
見
学

○
子
育
て
支
援
セ
ン
ター

親
子
ふ
れ
あ
い
ワー

ク

○
内
科
検
診(

小
湊
小
学
校)

学

○
青
空
保
育
園
保
育
参
観

○
町
立
図
書
館
休
館
日

○
松
風
塾
高
校
第
１
回
全
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
東
平
内
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

○
よ
ご
し
や
ま
温
泉
健
康
相
談

保

○
内
科
検
診(

小
湊
中
学
校)

学

○
平
内
中
央
保
育
園
地
域
交
流
会

○
子
育
て
支
援
セ
ン
ター

す
く
す
く
ク
ラ
ブ

○
複
合
検
診(

内
童
子
保
健
福
祉
館)

保

○
内
科
検
診(

茂
浦
・
浦
田
・
稲
生
・
東
田
沢
小
学
校)

学

み
ど
り
の
日

○
夏
山
リ
フ
ト
営
業
開
始
予
定(

土
日
･
祝
祭
日)

観

○
町
立
図
書
館
休
館
日
　
○
平
内
町
遺
族
連
合
会
総
会

町

○
東
郡
中
体
連
春
季
大
会(

～

30
日
　
野
球
・
バ
ス
ケ
・
バ
レー

)

学

○
軽
自
動
車
税
納
期
限

税

※
ホ
タ
テ
ガ
イ
ラー

バ
調
査(

４～

５
月)

水
産
商
工
課

※
　
略
称
　
　
農→

農
林
畜
産
課
　
　
町→

町
民
課
　
　
保→

保
健
福
祉
課
　
　
学→

学
務
課
　
　
社→

社
会
教
育
課
　
　
観→

観
光
課
　
　
税→

税
務
課

※詳細は、役場の各担当課までお問い合わせください
役場代表　5７５５－２１１１



９・今月のスポットライト Ｈ16・４月号「第538号」

こ の 社 会　　あ な た の 税 が　　い き て い る

今月のスポットライト
このコーナーでは、みなさんが全町民にＰＲしたいことや教えてあげたいことなどを紹介するコーナーです。

「みなさんにこんな情報を教えたい！」とか「このような活動をしています。興味があったら参加してみま

せんか？」というようなお知らせを通じて、町民のみなさんが主役となるコーナーです。

第11回目となった今回は、今から約35年前に、高橋竹山先生(町の名誉町民第１号)と当時の門下生10人が集

まって竹山流の三味線を勉強しようと、小湊に「民謡の会」を結成し、その後、人が増えてきたことをキッカ

ケに竹山先生と相談して名前を決め、町文化賞の第１号を受賞した歴史のある「竹伸会」を紹介します。

竹
山
流
津
軽
三
味
線

竹

伸

会

三
味
線
の
本
場
の
音
色
を、

少
し

で
も
町
内
外
の
方
に
聞
い
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
で、

今
回、

毎
日、

午
前
と
午
後
の
２
回
の
演

奏
に
至
っ
た
わ
け
で
す。

(

｜)

竹
山
流
の
三
味
線
の
魅
力

は
ど
う
い
う
部
分
な
の
で
す
か
？

(
八)
三
味
線
は、

よ
く
民
謡
の

伴
奏
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が、

民

謡
で
の
弾
き
方
は、

一
般
的
に
バ

チ
で
叩
く
よ
う
に
し
て
弾
き
ま
す。

竹
山
先
生
は、
弦
を
叩
く
の
で

は
な
く、

弾
く
と
い
う
技
術
を
初

め
て
使
っ
た
偉
大
な
方
で
す。

そ
の
弾
く
技
術
を
50
年
以
上
ず

ぅ
っ
と
研
究
さ
れ
て
い
ま
し
た。

そ
れ
ま
で
は、

通
常、

三
味
線

の
み
の
演
奏
で
は、

多
く
て
も
３

▲洋ランのハウスから三味線の音色が響きます

竹
山
先
生
の

「

竹」

の
字
と

技
術
の
向
上
や

会
の
発
展
な
ど

に
願
い
を
込
め

て「

伸」

の
字

と
を
組
み
合
わ

せ
て
出
来
た

「

竹
伸
会」

。

現
在
は、

約

20
名
が
名
を
連

ね、

主
に
老
人

施
設
等
へ
の
慰

問
な
ど、

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
中
心

の
活
動
を
し、

ま
た
町
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
お
弟
子
さ
ん
も
参
加
し
ま
す。

今
年
か
ら、

新
た
に
洋
ラ
ン
ま

つ
り
に
も
参
加
し、

サ
ボ
テ
ン
園

の
ハ
ウ
ス
か
ら、

園
内
に
竹
山
流

三
味
線
の
素
晴
ら
し
い
音
色
を
響

か
せ
て
く
れ
ま
し
た。

最
近、

多
種
多
様
な
音
楽
が
世

間
に
広
が
る
中、

竹
山
流
独
特
の

弾
き
三
味
線(

通
常
の
三
味
線
演

奏
は、

た
た
き
三
味
線
が
主
流)

を
継
承
す
る
竹
伸
会
に
話
を
聞
い

曲
く
ら
い
し
か
で
き
な
か
っ
た
の

を、

竹
山
先
生
は、

自
分
の
確
立

し
た
弾
き
三
味
線
に
よ
っ
て、

20

曲
以
上、

時
間
に
し
て
約
２
時
間

く
ら
い
独
奏
を
可
能
と
し
て
名
人

と
な
り
ま
し
た。

こ
の「

た
た
き」

と「

弾
き」

と
の
違
い
は
聞
け
ば
分
か
り
ま
す

よ。

こ
れ
か
ら
演
奏
が
あ
る
の
で

聞
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い。

お
知
ら
せ
団
体

大
募
集
！

「

広
報
ひ
ら
な
い」

で
は、

私

達
も
広
報
に
載
り
た
い
と
か、

私

達
の
活
動
を
是
非
み
な
さ
ん
に
紹

介
し
て
ほ
し
い
な
ど
と
い
う
団
体

(

個
人
で
も
構
い
ま
せ
ん)

を
募
集

し
て
い
ま
す。

受
け
付
け
は
随
時
行
っ
て
い
ま

す
の
で、

希
望
を
さ
れ
る
方
は
こ

ち
ら
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い。

◇
連
絡
先
　
役
場
企
画
調
整
課

広
報
ひ
ら
な
い
担
当

5
７
５
５
｜
２
１
１
１(

２
３
２)

(

｜)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す。

現
在、

竹
伸
会
に
は
何
人
く

ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
？

(

八)

今
は、

だ
い
た
い
20
人
く

ら
い
で
活
動
し
て
い
ま
す。

で
も、

こ
れ
は
平
内
町
を
中
心
で
す
が、

全
国
各
地
に
竹
山
会
が
点
在
し
て

い
る
ん
で
す
よ。

(

｜)

で
は
最
後
に、

将
来
に
向

け
た
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い。

(

八)

三
味
線
は、

や
れ
ば
や
る

ほ
ど
難
し
い
で
す
ね。

死
ぬ
ま
で

音
色
の
勉
強
で
す。

そ
の
分
飽
き

る
っ
て
事
は
あ
り
ま
せ
ん
よ。

私
た
ち
は、

こ
れ
か
ら
も
竹
山

流
の
三
味
線
を
様
々
な
と
こ
ろ
で

皆
さ
ん
に
聞
か
せ
て、

若
い
人
を

育
て、

い
つ
ま
で
も
先
生
の
意
志

を
継
い
で
い
き
た
い
で
す。

八
戸
会
長
は、

竹
山
先
生
と
い

う
偉
大
な
名
人
が
出
た
当
町
で、

三
味
線
が
あ
ま
り
発
展
し
て
い
か

な
い
こ
と
を
非
常
に
残
念
に
思
っ

て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し
た。

三
味
線
の
音
色
が
町
中
に
響
き

渡
る…

、

そ
ん
な
平
内
町
も
素
敵

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

て
き
ま
し
た。

☆
イ
ン
タ
ビ
ュ
アー

広
報
担
当
者
　
以
下(

｜)

☆
竹
伸
会
々
長

八
戸
清
春
さ
ん
　
以
下(

八)

(

｜)

椿
と
サ
ボ
テ
ン
ま
つ
り
や

ひ
ら
な
い
夏
ま
つ
り
で
は
拝
聴
し

て
ま
す
が、

洋
ラ
ン
ま
つ
り
で
の

演
奏
は
今
年
か
ら
で
す
よ
ね
？

(

八)

そ
う
で
す
ね…

、

竹
山
流



10Ｈ16・４月号「第538号」 保健福祉だより・

花粉症は、花粉を吸引することによっておこるア

レルギー疾患です。吸い込んだ花粉は鼻の粘膜に吸

着して反応し、くしゃみや鼻水、鼻づまりをおこし、

目に入った花粉は、かゆみや涙目をおこします。

花粉のシーズンを迎えたら…逃げるが勝ちです！

いかに花粉を寄せつけず、快適に乗り切るかが大切。

そのために、次のことに気をつけましょう。

○風の強い晴れた日は、外出を控えましょう

○外出するときは、めがねやゴーグル、マスク、

帽子を着用し、花粉のつきにくいスベスベした

素材の服を選びましょう

○髪はコンパクトにまとめ、花粉がつかないように

しましょう

○帰宅時は玄関先で衣服や髪、持ち物についた花粉

をはらいましょう

○帰宅後はすぐに手・顔・目・鼻を洗い、うがいを

しましょう

花粉症
の季節がやってきました

次の日程で、移動採血車による献血(全血)を実施

します。輸血を待ち望んでいる患者さんのために、

１人でも多くの方々のご協力をお願いいたします。

４月21日(水)

新あおもり農協平内支店前　10:00～11:30

白 鳥 ホ ー ム 前　13:00～14:00

平 内 中 央 病 院 前　14:30～15:30

愛の献血にご協力を!!

よごしやま温泉
健康相談変更のお知らせ

納 税 で　　豊 か な 町 づ く り

毎週木曜日に実施している健康相談ですが、４月

から毎週火曜日に変更いたします。午後１時～２時

30分は今までどおりの健康相談を、午後２時45分～

３時30分は健康体操を行います。体操は、ストレッ

チ中心で座ったり、寝たままでも出来る簡単なもの

で、体験した人からは「終わったあと体が軽くなる」

「肩こり、腰痛がよくなった」「体操した日はぐっす

り眠れる」などという感想が聞かれています。健康

相談とあわせてぜひご利用ください。

もしかして「病気が見つかったら怖いから受けない」のでしょう

か？どんな病気でも、手遅れになってから後悔するより、治療が可

能なうちに見つかったほうがいいと思いませんか？

自分では健康だと思っていても、気づかぬうちに病気がじわじわ

と進行している場合があります。

特に、日本人の死因を占める「がん」「心臓病」「脳卒中」などの

生活習慣病は、初期の症状がほとんどないために、気づいたときに

は、かなり進行しているということが少なくありません。

定期的に健診を受け、自分の健康は自分で管理する習慣をつけま

しょう。

ＮＴＴ東日本青森支店では、４月中に順次、新し

い電話帳(平成16年５月発行)を、各ご家庭、事業所

へお届け致します。

その際、現在お使いの電話帳は、新しい電話帳と

お取り替え致しますので、配達員へお渡しください。

ＮＴＴでは、地球環境保護として、純正パルプの

消費節減に取り組んでおり、回収した古い電話帳か

ら新しい電話帳を作る、電話帳循環型リサイクルを

行っています。

なお、配達員に渡せなかった方は、後日改めて回

収に伺いますので、『タウンページセンタ』までご

連絡ください。

☆お問い合わせ先

フリーダイヤル　０１２０－５０６
コール

－３０９
サーンキュ

古い電話帳回収にご協力ください。リサイクルします!!

あなたは
健診をきちんと
受けていますか???
平成16年度も４月末から

検診を開始します



○
趣
　
　
旨

現
下
の
厳
し
い
雇

用
失
業
情
勢
を
踏
ま
え
た
臨
時
応

急
措
置。

(

失
業
者
等
が
安
定
し

た
職
に
就
く
ま
で
の
つ
な
ぎ
の
職)

○
事
業
主
体

都
道
府
県
及
び
市
町
村

○
委

託

先

平
内
町
観
光
協
会

○
作
業
内
容

雑
草
の
刈
り
払

い
・
ゴ
ミ
収
集
運
搬
等

○
雇
用
期
間

５
月
１
日(

土)
～

10
月
30
日(

土)

ま
で(

６
ケ
月
間)

○
雇
用
人
員

男
３
名
　
女
１
名

○
雇
用
賃
金

５
０
０
０
円～

６
０
０
０
円

○
応
募
資
格

60
歳
ま
で

○
応
募
方
法

履
歴
書(

写
真
添
付)

１
部
提
出

○
応
募
締
切

４
月
15
日(

木)

ま

で
に
平
内
町
観
光
協
会
へ

○
決
　
　
定

後
日
文
書
で
通
知
い
た
し
ま
す。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
３
９
｜
３
３
３
１

平
内
町
大
字
浜
子
字
堀
替
36
｜
１

平
内
町
観
光
協
会
事
務
局

(

役
場
観
光
課
内)

5
７
５
５
｜
２
９
６
４

11 Ｈ16・４月号「第538号」・病院だより

笑 顔 の ふ れ あ い　　納 税 の お か げ

子
育
て
中
の
皆
様、

薬
の
飲
ま

せ
方、

熱
さ
ま
し
の
坐
薬
の
使
い

方
が
よ
く
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

今
回
は、

一
般
的
な
薬
の
飲
ま

せ
方、

坐
薬
の
使
い
方
に
つ
い
て

一
緒
に
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う。

◆
水
薬
の
飲
ま
せ
方

①
手
を
洗
う

②
よ
く
ビ
ン
を
振
っ
て、

目
の
高

さ
で
目
盛
り
の
線
を
間
違
わ
な
い

よ
う
に
量
を
は
か
る

③
口
な
お
し
に
湯
ざ
ま
し、

ス
ポ

ー

ツ
ド
リ
ン
ク
を
与
え
て
も
良
い

◆
粉
薬
の
飲
ま
せ
方

①
手
を
洗
う

②
水
や
ス
ポー

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど

子
供
の
好
み
に
応
じ
た
飲
み
物
で

飲
ま
せ
る。

粉
の
ま
ま
飲
め
な
い

と
き
に
は…

ａ
　
少
量
の
水
で
溶
き、

練
り

状
に
し
て
上
あ
ご、

ま
た
は、

ほ

ほ
の
内
側
に
ぬ
り、

飲
み
物
を
飲

ま
せ
る(

左
図
を
参
照)

ｂ
　
プ
リ
ン
な
ど
の
甘
い
物、

ア
イ
ス
ク
リー

ム
な
ど
の
冷
た
い

物
に
混
ぜ
る(

下
痢
な
ど
お
腹
の

調
子
が
悪
い
と
き
は
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い)

※
　
年
長
の
お
子
さ
ん
に
は、

薬

を
飲
む
こ
と
が
病
気
を
治
す
た
め

に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
話
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い

～

注

意

事

項

～

①
薬
に
よ
っ
て
は、

混
ぜ
て
い
い

物、

混
ぜ
て
は
い
け
な
い
物
が
あ

り
ま
す。

薬
局
で
の
説
明
は
し
っ

か
り
と
聞
き
ま
し
ょ
う

②
ミ
ル
ク
の
中
に
薬
を
混
ぜ
な
い

ａ
　
ミ
ル
ク
の
味
が
変
わ
っ
て、

ミ
ル
ク
嫌
い
の
原
因
に
な
る

ｂ
　
ミ
ル
ク
を
残
し
た
場
合、

正
確
な
薬
の
量
が
分
か
ら
な
い

③
薬
の
飲
み
方
に
は、

子
供
そ
れ

ぞ
れ
の
好
み
や
癖
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
が、

ど
う
し
て
も
飲
め

な
い
と
い
う
時
期
も
あ
り
ま
す。

そ
の
時
は、

医
師
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う

◆
熱
さ
ま
し
の
坐
薬
の
使
い
方

①
熱
が
38
度
以
上
に
な
っ
た
ら
使

用
す
る

②
使
用
す
る
間
隔
は、

６～

８
時

間
あ
け
る

③
坐
薬
を
つ
ま
み、

と
が
っ
た
方

か
ら
指
示
さ
れ
た
量
を
肛
門
に
深

く
挿
入
す
る(

小
指
１
／
３
程
度)

～

注

意

事

項

～

①
挿
入
後
す
ぐ
排
便
が
あ
っ
た
場

合、

坐
薬
を
確
認
で
き
な
い
と
き

は、

そ
の
ま
ま
様
子
を
見
る

②
脱
水
予
防
の
た
め
に、

水
分
の

補
給
を
す
る

③
使
用
後、

油
よ
う
の
排
泄
物
が

出
る
こ
と
が
あ
る
が、

薬
に
含
ま

れ
て
い
る
油
分
で
す
の
で
心
配
あ

り
ま
せ
ん

④
坐
薬
は，

冷
蔵
庫
に
保
存
し
て

お
く

⑤
飲
み
込
ん
だ
り、

口
の
中
に
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い

以
上
で
す
が、

皆
様
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
？

子
供
の
成
長
や
病
状
に
よ
り、

薬
の
量
や
種
類、

使
い
方
が
変
わ

り
ま
す。

心
配
な
こ
と
は
い
つ
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

平
内
中
央
病
院
小
児
科

5
７
５
５
｜
２
１
３
１

※
協
　
　
力

小
児
科
医
師
　
水
野
春
雄

「

小
児
の
薬
の
飲
ま
せ
方、

坐
薬
の
使
い
方」

～

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で～

平
内
中
央
病
院
小
児
科
外
来
　
看
護
師
　
工
藤
み
ど
り

緊
急
雇
用
対
策
事
業

作
業
員
募
集



12Ｈ16・４月号「第538号」 奨学生募集・

平成16年度平内町奨学生募集要項

当町では、優秀な人材育成を願って、経済的理由により就学が困難な者に対して奨学金を

貸付し、将来を担う平内町の人づくりに役立ち、町の発展につながる事を期待して平内町奨

学金貸付事業を行っています。

つきましては、下記の要領で平内町奨学生を募集いたします。

◇貸付申請手続
申請手続は、次の書類の提出が必要です。

①貸付申請書(様式第１号)

②在学証明書

③保証人承諾書(様式第２号)

④申請人の同一世帯及び保証人等の平成15年度の

所得証明書(平内町役場税務課)

⑤履歴事項調書

※上記の①、③、⑤の様式は平内町教育委員会

学務課に備えてあります。

◇募集期間及び申込先
①平成16年４月１日～４月30日までとします。

②申込先は、平内町教育委員会学務課(山村開発セン

ター内)ですので、関係書類を添えて申込みしてく

ださい。

◇奨学生の決定
平成16年５月中に、文書により本人に通知します。

◇お問い合わせ先
平内町教育委員会　学務課　学務係

平内町大字小湊字下槻12－１(山村開発センター内)

5 ７５５－２１１１(内線３５４)

FAX ７５５－２０７８

◇貸付対象
①平成16年４月より大学、短大、各種専門学校、高

専後期２年に入学する者、または在学中の者

ただし、通信教育学部、大学院、放送大学、自治

医科大、防衛大、海上保安大に入学する者、その

他の奨学資金からの貸付を受けている者を除く。

②平内町に住所を有する者の子弟であること。

(１年以上平内町に住所を有する者)

◇奨学金の貸付額及び貸与期間
①奨学金の額は、月額30,000円以内とする。

②貸与期間は在学する学校の正規の就学期間とする。

※奨学生が休学、退学、その他奨学生として不適当

と認められる事由により、貸付の休止、中止、即

時返還をしてもらうこともあります。

◇募集人員
募集人員は、10名以内とする。

◇返還方法
奨学金の返還は、卒業の月の１年後から受給期間

の２倍の月数で返還する。

例)４年制大学平成16年３月卒業で月賦返還の場合…

卒業後１年据えおき平成17年４月から返還を開始

して８年間で貸付を受けた金額を返還する。

■主　催　夜越山クロスカントリー大会実行委員会

■期　日　平成16年５月３日(月)

■会　場　夜越山森林公園内クロスカントリーコース

■種　目

◎小学校 ・１～３年生　男女とも１㎞
・４～６年生　男女とも２㎞

◎中学校 ・男子 ５㎞　・女子 ３㎞
◎高校、一般 ・29歳以下 男子 ５㎞

・29歳以下 女子 ３㎞
◎一般 ・30～49歳以下 男子 ５㎞

・30～49歳以下 女子 ３㎞
・50歳以上 男女とも ３㎞

■参加資格

健康に自信があり、各種目の距離を完走できる方。

■参加料(傷害保険料を含む)

中学生以下　1,000円　　高校生以上　1,500円

■申込期限　平成16年４月14日(水)

■申し込み・お問い合わせ先

教育委員会社会教育課内

夜越山クロスカントリー大会事務局

5７５５－２１１１(内線３４４・３４５)

第36回椿とサボテンまつり共催

第14回夜越山クロスカントリー大会参加者募集
～　２００４　熱き戦い　いまここに!! ～



13・みんなでリサイクル Ｈ16・４月号「第538号」

そ の 油 断　　火 か ら 炎 へ　　災 い へ

みんなでリサイクル!! 番外編
～あなたはきちんと出していますか？？？～

あなたは、再資源化物(リサイクル品)をただのごみとして出していませんか？

協力している方々のためにも、あなた自身のためにもリサイクルに対する意識をほんの少

し変えてみませんか？　　　担当：町民課　生活環境係　5７５５－２１１１(内線１１６・１１７)

《分け方・出し方》

◆種類ごとに分けてください

◆雑誌類で、ビニールコーティングされている

ようなものは、リサイクルできませんので燃

えるごみとして出してください

◆新聞・雑誌いずれも必ず紙ひもでたばねて出

してください

◆収集運搬日程は、今までどおり毎月第２週お

よび第４週です

◆募集種目

一般・技術幹部候補生

(自衛隊の指揮官となる、陸・海・

空の幹部を養成するコース)

◆応募資格

○大学卒業程度の学力を有し、20歳以

上、26歳未満(22歳未満は、大卒者

のみとし、卒業見込を含む)

○大学院修士課程修了者(見込)は28歳

未満(海上技術幹部候補生は、理学

または工学課程修了者に限る)

○東青地区から他県の大学へ行ってい

る方も、青森で受験または受験手続

きができます

◆受付期間

４月５日(月)～５月11日(火)

※締切日必着

◆試験期日

５月22日(土)・23日(日)

◆お問い合わせ先

自衛隊青森地方連絡部

青森募集案内所

5７８３－２９９５

自衛隊募集

▲
リサイクルボックスの
上部に、キチンと整理
しておきます

▲
紙ひもで、荷崩れしないように、
しっかり結びます

▲

～　ご 注 意 く だ さ い　～

４月から新たに新聞・チラシ・雑誌等が紙類の

リサイクル品目として仲間入りします。

今までは燃えるごみとして捨てていた新聞・チ

ラシ・雑誌もリサイクルに出すことによって、新

たにトイレットペーパーやダンボールなどの紙製

品に生まれ変わります。

皆さんのご協力をよろしくお願いします。



Ｈ16・４月号「第538号」

税
務
課
よ
り

国

民

年

金

年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は、

毎
年
１
回
誕
生
月
に
年
金
を
引
き

続
き
受
け
る
た
め
の
権
利
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め、

現

況
届
け
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す。

ハ
ガ
キ
形
式
の
用
紙
が

毎
年
誕
生
月
の
初
旬
ま
で
に
送
付

さ
れ
ま
す
の
で、

住
所、

氏
名
な

ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し、

誕
生

月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業
務

セ
ン
ター

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い。

ま
た、

障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
方
で、

障
害
の
程
度
を
確
か
め

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
診
断
書

の
用
紙
も
送
付
し
て
お
り
ま
す
の

で、

診
断
書
を
医
師
に
記
入
し
て

も
ら
い
提
出
し
て
く
だ
さ
い。

な
お、
年
金
を
受
け
始
め
て
か

ら
１
年
以
内
の
誕
生
月
や、

年
金

の
全
額
が
支
給
停
止
と
な
っ
て
い

る
と
き
に
は
現
況
届
の
提
出
は
必

要
な
い
の
で、

用
紙
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん。

現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と、

年
金
の
支
給
が
一
時
止
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い。

支
払
い
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
年
金
は、

現
況
届
の

提
出
が
確
認
さ
れ
れ
ば
支
払
い
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

も
し、

誕
生
月
の
中
頃
に
な
っ

て
も
現
況
届
の
用
紙
が
届
か
な
い

と
き
や、

用
紙
を
な
く
し
て
し
ま

っ
た
と
き
は、

社
会
保
険
事
務
所

や
役
場
町
民
課
年
金
係
に
備
え
て

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い。

14おしらせ・

税
は
納
期
限
内
に
!!

現
況
届
は
忘
れ
ず
に

提
出
し
ま
し
ょ

う
!!

収
納
強
化
月
間

の
お
知
ら
せ
で
す
!!

町
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ

れ
な
い
と
督
促
状
が
発
送
さ
れ、

督
促
手
数
料(

１
０
０
円)

が
か
か

り
ま
す。

延
滞
金
は、

納
期
限
の
翌
日
か

ら
１
ヶ

月
を
過
ぎ
る
ま
で
は
年

７
・
３
％(

た
だ
し
前
年
の
11
月

末
の
公
定
歩
合
に
４
％
を
加
算
し

た
割
合
が
年
７
・
３
％
に
満
た
な

い
場
合
に
は、

そ
の
年
内
に
お
い

て
は
当
該
公
定
歩
合
に
年
４
％
を

加
算
し
た
割
合
に
な
り
ま
す)

、

そ
れ
以
後
は
年
14
・
６
％
の
割
合

で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す。

こ
れ
は、

納
期
限
内
に
納

付
さ
れ
た
方
と
の
公
平
を
保
つ
た

め
の
も
の
で
す。

町
税
を
滞
納
し
た
ま
ま
で
い
ま

す
と、

納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た

方
と
の
公
平
性
や、

大
切
な
町
税

を
確
保
す
る
た
め
に、

や
む
を
得

ず
滞
納
し
て
い
る
方
の
給
与
や
財

産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す。納

期
限
内
に
特
別
の
事
情
に
よ

り
納
付
で
き
な
い
方
や
町
税
の
分

納
を
希
望
す
る
方
は、

お
気
軽
に

ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い。

皆
さ
ん
は
国
民
年
金
保
険
料
を

き
ち
ん
と
納
め
て
い
ま
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と、

将
来
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ

る
だ
け
で
な
く、

受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
る
ほ
か、

も
し
も
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金、

遺
族
基
礎

年
金
も
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す。

そ
こ
で、

青
森
社
会
保
険
事
務

局
・
社
会
保
険
事
務
所
で
は
４
月

を
収
納
強
化
月
間
と
定
め、

国
民

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
一
層

深
め
て
い
た
だ
き、

納
め
忘
れ
を

防
ぐ
た
め
に
次
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
き
ま
す。

◎
戸
別
訪
問
に
よ
る

納
付
の
ご
案
内

身
分
証
明
書
を
持
っ
た
社
会
保

険
事
務
所
の
職
員
や
国
民
年
金
推

進
員
等
が
皆
様
の
自
宅
に
お
伺
い

し、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の

ご
案
内
や
保
険
料
領
収
の
ほ
か、

制
度
や
届
出
な
ど
の
ご
案
内
を
行

っ
て
い
ま
す。

◎
電
話
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
な
ど
で

未
納
に
な
っ
て
い
る
方
に、

国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
の
ご
案
内

を
行
っ
て
い
ま
す。

い
ず
れ
も
夜

間
・
休
日
に
も
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す。

◎
督
促
手
数
料

◎
延
　
滞
　
金

◎
納
税
相
談
受
付

◎
滞

納

処

分



15 Ｈ16・４月号「第538号」・おしらせ

未 来 へ と　　ひ き つ ぐ 森 で す　　火 の 用 心

◎
安
易
に
承
諾
・
契
約
書
等
に
ハ

ン
コ
を
押
さ
な
い

◆
実
施
期
間

４
月
29
日(

木)～

５
月
５
日(

水)

◆
統
一
標
語

未
来
へ
と
　
ひ
き
つ
ぐ

森
で
す
　
火
の
用
心

☆
重
点
事
項

◎
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は、

た
き
火
を

し
な
い
こ
と

◎
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き

は
完
全
に
消
火
す
る
こ
と

◎
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は、

た
き
火、

火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

◎
火
入
れ
等
の
許
可
は
必
ず
受
け

る
こ
と

◎
た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
す
と

と
も
に、

投
げ
捨
て
な
い
こ
と

◎
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と

◆
実
施
期
間

４
月
12
日(

月)～

４
月
18
日(

日)
建
設
課
よ
り

青
森
労
働
局
よ
り

北
部
上
北

広
域
事
務
組
合

消
防
本
部
よ
り

平
成
16
年

春
の
火
災
予
防
運
動

平
成
16
年山

火
事
予
防
運
動

◆
統
一
標
語

「

そ
の
油
断

火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ」

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト(

３
つ
の
習
慣
・
４
つ

の
対
策)

☆
３
つ
の
習
慣

◎
寝
た
ば
こ
は、

絶
対
や
め
る

◎
ス
トー

ブ
は、

燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

◎
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は、

必
ず
火
を
消
す

☆
４
つ
の
対
策

◎
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め、

住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

◎
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め、

防
炎
製
品
を
使
用
す
る

◎
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る◎
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め、

隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

～

危

険

で

す

～

消
化
器
の
訪
問
販
売
・

点
検
に
ご
注
意
！

各
地
で
不
適
正
な
点
検
や
高
額
請

求
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す。

☆
ト
ラ
ブ
ル
防
止
ポ
イ
ン
ト

◎
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め

る
こ
と

◎
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る

事
業
主
の
皆
様、

労
働
保
険
の

申
告
・
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

平
成
15
年
度
確
定
保
険
料
・
平

成
16
年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
の

時
期
と
な
り
ま
し
た。

保
険
料
申

告
書
の
提
出
お
よ
び
保
険
料
の
納

付
期
限
は
５
月
20
日
で
す。
お
早

め
に
お
近
く
の
銀
行、

郵
便
局
等

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い。

な
お、

申
告
・
納
付
が
同
時
に

で
き
な
い
と
き
は、

◎
黒
刷
り
の
申
告
書
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
青
森
労

働
局
へ、

◎
ふ
じ
色
刷
り
の
申
告
書
は
青
森

労
働
局
へ

そ
れ
ぞ
れ
提
出
し、

納
付
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
室

5
７
３
４
｜
４
１
４
５

平
内
都
市
計
画
区
域
の
う
ち、

用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
の

容
積
率(

敷
地
面
積
に
対
す
る
延

べ
床
面
積
の
割
合)

が

２
０
０
％(

旧
容
積
率
４
０
０
％)

に
な
り
ま
す。

平
成
16
年
４
月
１
日
以
降、

工

事
に
着
手
す
る
場
合、

新
し
い
容

積
率
が
適
用
さ
れ
ま
す。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
建
設
課
　
都
市
計
画
係

5
７
５
５
｜
２
１
１
１

(

内
線
３
２
６)

容
積
率
が
変
わ
り
ま
す



Ｈ16・４月号「第538号」 16各種受賞結果・

町
体
育
・
ス
ポー

ツ
賞

１
０
１
名
が
受
賞

農
林
中
金
で

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バー

寄
贈

山
彦
幼
稚
園
児
が

こ
ど
も
赤
十
字
賞
受
賞

２
月
19
日(

木)
、

平
内
町
山
村

開
発
セ
ン
ター

に
お
い
て
第
27
回

平
内
町
体
育
・
ス
ポー

ツ
賞
の
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た。

こ
の
賞
は、

町
に
住
む
個
人
も

し
く
は
団
体
で、

体
育
や
ス
ポー

ツ
の
振
興
お
よ
び
ス
ポー

ツ
活
動

に
顕
著
な
成
果
を
上
げ
た
も
の
を

褒
賞
す
る
も
の
で、

各
賞
の
規
則

に
基
づ
き、

昨
年
を
36
人
も
上
回

る
合
計
１
０
１
人
の
選
手
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た。

受
賞
者
は
の
と
お
り
で
す。

ス
ポー

ツ
功
労
賞

工
藤
康
貴

ス
ポー

ツ
賞

◆
柔
道

能
登
谷
巧、

八
戸
成
子、

後
藤
光、

佐
々
木
智
哉、

佐
々
木

子、

平
田
る
り
子

◆
ター

ゲ
ッ
ト
・
バー

ド
ゴ
ル
フ
　

亀
田
武
之
進

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボー

ル

本
堂
尚、

辻
村
聡、

田
中
慎
也、

辻
村
正
哉、

倉
本
誠、

畑
井
正
幸、

福
田
裕
之、

船
橋
卓
実、

湊
谷
卓
也、

一
戸
紘、

逢
坂
守、

江
戸
健
二、

船
橋
宗
徳

ス
ポー

ツ
奨
励
賞

◆
剣
道

工
藤
共
路、

蝦
名
祐
哉、

寺
嶋
大
賜、

能
登
谷
雄
樹、

金
崎

宏
美、

寺
嶋
え
り
か、

久
慈
祐
平

◆
ス
キー

船
橋
美
雪、

船
橋
麻

美◆
柔
道

田
中
勇
斗、

後
藤
み
ら

い、

工
藤
良
乃

と
し
て
も
ら
っ
た
１
円
玉
を
貯
め、

全
額
募
金
す
る
１
円
玉
募
金
活
動

や
平
内
町
敬
老
会、

消
防
団
観
閲

式
に
参
加
す
る
な
ど、

積
極
的
に

奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す。

そ

の
中
で
も、

と
り
わ
け
紗
希
ち
ゃ

ん
と
南
美
ち
ゃ
ん
は
同
支
部
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た。

受
賞
に
大
変
喜
ん
だ
２
人
で
す

が、

紗
希
ち
ゃ
ん
は「

も
っ
と
善

い
行
い
を
し
ま
す」

と、

南
美
ち

ゃ
ん
は「

こ
れ
か
ら
も
こ
ど
も
赤

十
字
の
お
約
束
を
守
り
ま
す」

と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た。

ま
た、

こ
ど
も
赤
十
字
活
動
の

一
環
と
し
て、

平
成
16
年
７
月
９

日(

金)

に「

思
い
や
り
と
い
た
わ

り
を
こ
だ
ま
さ
せ
よ
う」

を
テー

マ
に、

青
森
県
こ
ど
も
赤
十
字
活

動
推
進
指
定
校
委
嘱
発
表
会
を
平

内
町
立
山
村
開
発
セ
ン
ター

で
行

３
月
４
日(

木)
、

農
林
中
央
金

庫
青
森
支
店
の
小
川
支
店
長
が
来

庁
し、

「

新
入
学
児
童
の
交
通
安

全
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い」

と
合

計
１
１
５
枚
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー

を
町
に
寄
贈
し
ま
し
た。

町
長
は「

今
年
の
４
月
か
ら
は

緑
の
お
ば
さ
ん
が
い
な
く
な
る
の

で、

こ
の
目
に
止
ま
り
や
す
い
黄

色
い
カ
バー

で、

少
し
で
も
ド
ラ

イ
バー

の
注
意
を
引
け
れ
ば…

。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す」

と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た。

同
支
店
か
ら
贈
ら
れ
た
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バー

は、

新
１
年
生
の
入

学
式
に
向
け
て、

す
ぐ
に
各
小
学

校
に
配
付
さ
れ
ま
し
た。

う
予
定
で
す。

３
月
21
日(

日)
、

山
彦
幼
稚
園

の
大
水
紗
希
ち
ゃ
ん(

６
歳)

と
成

田
南
美
ち
ゃ
ん(

６
歳)

が、

日
本

赤
十
字
社
青
森
県
支
部
よ
り
日
頃

奉
仕
活
動
を
積
極
的
に
行
い、

そ

の
模
範
と
さ
れ
る
園
児
に
送
ら
れ

る「

こ
ど
も
赤
十
字
賞」

を
受
賞

し
ま
し
た。

山
彦
幼
稚
園
で
は、

平
成
14
年

度
か
ら「

こ
ど
も
赤
十
字」

に
登

録
加
盟
し、

登
録
と
同
時
に
活
動

推
進
指
定
校
の
委
嘱
を
受
け、

毎

日
の
お
手
伝
い
な
ど
か
ら
お
駄
賃

仁
紫、

能
登
谷
渉、

細
川
聡、

鳥

谷
部
誠
二

◆
剣
道

船
橋
千
尋

◆
ボ
ク
シ
ン
グ

相
坂
秀
次
郎、

船
橋
唯、

八
戸
将

◆
ハ
ン
ド
ボー

ル

船
橋
晶
平

◆
空
手

福
田
彩
乃、

田
中
幸
太、

植
村
倫
臣、

蝦
名
大
地、

山
本
菜

緒◆
新
相
撲

船
橋
い
づ
み、

佐
々

木
沙
耶
花、

大
水
千
紘

◆
ス
キー

田
村
知
子

◆
野
球

山
田
光
昭、

須
藤
敬
昭、

山
谷
竜
二、
相
坂
一
史、

柴
田
賢

治、

浜
田
卓
王、

柴
田
一
仁、

工

藤
貴
久、

柴
田
由
彦、

蝦
名
幸
夫、

柴
田
貴
彦、

佐
々
木
澄
人、

柴
田

将
哉、

須
藤
博
之、

川
原
木
健
二、

本
堂
貴
将、

太
田
文
広、

木
村
良

一、

本
堂
敏、

伊
瀬
谷
貴
義、

伊

瀬
谷
貴
登、

後
藤
牧
夫、

荒
内
護、

鳥
谷
部
秀
巳、

工
藤
茂、

佐
々
木

晃、

畑
井
民
雄、

小
形
勇、

亀
田

順
治、

浜
田
正
一、

藤
田
一
浩、

垂
井
智
也、

蝦
名
淳
次、

加
藤
隆

弘、

寺
嶋
健
一、

相
坂
俊
悦、

船

橋
英
樹、

田
中
正
美、

大
水
要、

小
林
正
人、

門
脇
淳、

傳
法
谷
顕、

遠
嶋
純
一、

太
田
貴
仁、

片
山
潤

一、

須
藤
貴
人、

山
内
悟

◆
ソ
フ
ト
バ
レー

三
澤
京
子、

田
中
芳
子、

木
村
栄
子、

松
下
秀

▲一人ひとりに賞状が渡されました

▲おめでとう！紗希ちゃん(左)と南美ちゃん(右)

▲毎年、本当にありがとうございます



17・戸籍の窓口＆文　芸 Ｈ16・４月号「第538号」

４月30日(金)は、軽自動車税の納期限です。忘れずに納めましょう!!

人口と世帯数

男 … 7,088人(－19人)

女 … 7,586人(－16人)

計 … 14,674人(－35人)

世帯数…5,219世帯（－26）

平成16年２月末現在

( )は、前月との比較

赤
ち
ゃ

ん
名
　

(

親)

住
所
地

江
　
戸
　
優ゆ

う

花か

(

博
道)

第
１
平
中

今
　
　
　
く
る
み

(

章

)

小

豆

沢

村
　
上
　
幸さ

ち

花か

(

貴
生)

大

和

山

能
登
谷
　
陽ひ

菜な

(

浩
昭)

第
２
勝
田
町

２月受付分

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

(

本
籍
地)

佐
々
木
　
　
　
健

新

生

町

渡
　
邊
　
　
　
望

外

童

子

星
　
野
　
徹
　
也

第
１
口
広

米
　
田
　
千
夜
子

岩

手

県

((

寺
　
島
　
サ
　
イ(

91)

福
　
則

寺
　
　
町

遠
　
嶋
　
善
　
一(

87)

花
田
　
司

間
　
　
木

須
　
藤
　
重
之
助(

91)

克
　
博

茂
　
　
浦

中
新
田
　
敏
　
春(
69)

豊

薬

師

野

倉
　
内
　
勝
　
男(
72)
達
　
春

小

豆

沢

須
　
藤
　
た
　
け(

93)

井
筒
政
則

第
１
平
中

工
　
藤
　
光
　
則(

67)

キ
ミ
子

第
３
小
林

須
　
藤
　
の
　
ぶ(

89)

学

山
　
　
口

井
　
筒
　
ハ
　
ル(

95)

浅
　
吉

第
１
口
広

船
　
橋
　
ト
ミ
ヱ(

76)

初
　
憲

清

水

川

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

(

住
所
地)

戸
籍
の
窓
口
へ
の
掲

載
は、

役
場
に
届
け
出

さ
れ
た
時
に
本
人
か
ら

確
認
で
き
た
も
の
を
載

せ
て
い
ま
す。

な
お、

他
市
町
村
に

届
け
出
し、

「

広
報
ひ

ら
な
い」

に
掲
載
し
た

い
方
は、

町
民
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い。

5
７
５
５
│
２
１
１
１

(

内
１
２
３)

狐
火
や
語
り
べ
い
つ
か
子
に
伝
え

須
　
藤
　
千
和
子

月
明
り
集
め
て
シ
ャ

キ
ッ

と
な
る
氷
柱

佐
々
木
　
定
　
男

病
棟
に
冬
の
夕
燒
沈
み
け
り

能
登
谷
　
洋
　
子

お
そ
ろ
し
き
ま
で
の
垂
直
軒
氷
柱

秋
　
山
　
実
　
希

如
月
や
健
康
マ
ニ
ア
自
称
す
る

岡
　
本
　
み
ど
り

軒
氷
柱
十
人
家
族
揃
い
お
り

浜
　
田
　
き
　
み

携
帶
の
潮
時
知
ら
す
冬
の
海

竹
　
内
　
龍
　
一

川
風
に
片
頬
か
ば
う
二
月
か
な

福
　
田
　
博
　
子

鬼
い
な
い
今
は
時と

代き

か
な
節
分
会

藤
　
田
　
友
　
子

対
岸
の
街
並
み
ま
で
も
澄
み
し
冬

八
　
桁
　
し
づ
ゑ

み
ず
か
ら
の
丈
の
き
ら
め
き
草
氷
柱

船
　
橋
　
久
　
枝

は
る
か
海
見
ゆ
る
位
置
よ
り
雪
卸
す

佐
　
藤
　
む
つ
子

泣
き
笑
い
土
鈴
が
な
ら
ぶ
冬
工
房

渡
　
辺
　
春
　
代

友
の
死
や
悴か
じ

か
む
手
も
て
香
を
た
く

佐
々
木
　
初
　
江

予
定
表
訃
の
加
わ
り
し
二
月
尽

青
　
木
　
禮
　
子

初
鏡
傘
寿
と
な
り
て
お
だ
や
か
に

佐
々
木
　
う
　
め

幹
つ
ら
ら
夫
唱
婦
随
の
解
け
始
め

能
登
谷
　
瑩
　
子

除
雪
車
の
固か
た

雪ゆ
き

置
か
れ
昏く

れ
て
お
り

蝦
　
名
　
き
み
ゑ

細
腕
を
支
え
て
く
れ
た
針
供
養

瓜
　
田
　
　
　
愛

あ
の
世
こ
の
世
雪
灯
燈
に
灯
が
と
も
る

平
　
沢
　
白
　
鳥

つ
く
づ
く
と
枯
木
の
肌
に
な
り
し
か
な

斉
　
藤
　
終
　
也

血
迷
う
て
甘
や
か
さ
れ
て
新
成
人

須
　
藤
　
梨
　
世

肩
書
を
聞
い
て
会
う
の
が
嫌い
や

に
な
り

神
　
　
　
久
　
女

確
実
に
診し

ん

察さ
つ

券け
ん

が
増ふ

え
て
く
る

荒
　
田
　
つ
　
る

エ
リー

ト
が
一
人
浮
い
て
た
ク
ラ
ス
会

沼
　
山
　
久
　
乃

友
来
れ
ば
心
の
鍵か

ぎ

は
す
ぐ
は
ず
れ

つ
じ
む
ら
り
ゅ
う
こ

年
始
め
猿
の
腰
か
け
な
ど
煎せ
ん

じ

竹
　
内
　
京
　
子

年
寄
り
の
時
間
夜よ

長な
が

を
も
て
あ
ま
し

佐
　
賀
　
繁
　
子

丈
夫
で
は
な
い
が
老ろ

う

骨こ
つ

跳は

ね
ま
わ
る

後
　
藤
　
た
だ
し

眼が
ん

光こ
う

に
肚は
ら

の
黒
さ
を
チ
ラ
リ
見
せ

海
音
寺
　
東
山
坊

一
冊
の
本
が
針し

ん

路ろ

を
変
え
て
い
る

荒
　
谷
　
想
　
伸

イ
ラ
ク
行
き
火か

中
ち
ゅ

う
の
栗
を
拾
う
年

本
　
堂
　
は
じ
め

故ふ
る

郷さ
と

の
土
が
育
て
た
我
が
心

後
　
藤
　
日
出
雄

子
の
夢
を
金
が
な
い
か
ら
叱
っ

て
る

今
　
田
　
俊
　
亭

文　　芸

平
内
花
椿
会

平
内
俳
句
会

川
柳
ひ
ら
な
い

広
報
ひ
ら
な
い
３
月
号
11
ペー

ジ
の、

「

平
成
16
年
度
一
部
負
担
金」

表
中「

改

定
後」

欄
に、

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す。

前
立
腺
が
ん

７
０
０
円

誤

骨
粗
し
ょ

う
症

５
０
０
円

前
立
腺
が
ん

５
０
０
円

正

骨
粗
し
ょ

う
症

７
０
０
円

お
詫
び
と
訂
正

～

　
お
　
知
　
ら
　
せ
　～

広
報
ひ
ら
な
い
は、

現
在
進
め
て
い
る
行
政
改
革
の
一
環(

経
費
節
減)

と
し

て、

来
月
５
月
号
か
ら
オー

ル
白
黒
ペー

ジ
で
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た。

現
在
の
も
の
と
比
べ
る
と、

多
少
読
み
づ
ら
く
な
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が、

こ
れ
か
ら
も、

分
か
り
や
す
く、

親
し
み
や
す
い
広
報
誌
を
編
集
し
て
い
き
ま

す
の
で、

ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す。



18Ｈ16・４月号「第538号」 春季大掃除＆粗大ごみ収集運搬日程・

大掃除の日程を下記のとおり定めますので、

実施してくださるようお知らせいたします。

また、粗大ごみの収集運搬も行いますので、

それぞれ定められた収集日の前日に所定の

集積所に出してください。

なお、家電リサイクル法の施行により、テ

レビ・冷蔵庫・洗濯機・クーラー・冷凍庫の

５品目は粗大ごみとして出せませんので、購

入店等に引き取りをお願いしてください。

また、ピアノ・オルガン等も購入店等に引

き取りをお願いしてください。

なお、パソコンについても粗大ごみとして

出せませんので、メーカー等へお問い合わせ

のうえリサイクル、または廃棄するようお願

いいたします。

☆お問い合わせ先

役場　町民課　生活環境係

5７５５－２１１１(内線１１６・１１７)

春季大掃除および粗大ごみ収集運搬の実施について
～ごみのない　きれいなまちを作ろう～

粗大ごみとして出せないもの
(一例)

粗大ごみとして出せるもの
(一例)

タンス

ストーブ

掃除機

エアコン

ラジカセ

畳

机

自転車

布団

冷蔵庫

洗濯機

テレビ

冷凍庫

タイヤ
消化器

ガスボンベ

バッテリー

扇風機


